
英�語�教�育�

巻�頭�言�

　最近の英語教育は目標を見失っているように見える。　�「国際共通語と�し�ての英語は�

コミュニケーションの道具と�し�て必須である」という言説には問答無用の力があるが，�

〈英語は単なる道具なのか？〉と疑問を抱いたり，�〈英語で何をするのか？〉を考えた�

りするよりは，とりあえずスキルを磨き成果をあげることに一喜一憂�し�ていないだろ�

うか。何を話すかという内容よりは，とにかく喋れるように，という焦りにも似た社�

会の要請は，早期英語教育へ，目に見える成果へと，学校英語教育を駆り立てる。�

　�し�か�し�，外国語教育に内容は不要なのであろうか。そ�し�て外国語学習とは，それほ�

ど簡単に短期間で果実を収穫できるものなのであろうか。�

　昨秋，カンボジアのアンコール・ワッ�ト�を訪問�し�，その思いを新たに�し�た。石澤良�

昭氏�（上智大学学長）�が長年，アンコール・ワッ�ト�遺跡修復に尽く�し�てきたことは周知�

であるが，その出発点は大学時代のフランス語教師の影響であったことを初めて知っ�

た。その恩師は，フランス語を教えることに熱心で，うまく発音ができないと「そう�

じ�ゃないんだ，こう�し�て音を出すんだ」と学生の頬を自分の手で引っ張って口の開き�

方を教えたりする一方で，学生たちに「一生をかけるような仕事を見つけなさい」と�

言い続けた，という。�

　石澤氏は大学生と�し�てアンコール・ワッ�ト�修復のフランス・チームに参加するが，�

後年，�フランス方式ではなく，�「カンボジア人自身の手による，�古代クメールの手法で�

の修復」に取り組み，遺跡保存の人材育成に力を注いだ。�

　優れた師が優れた人材を育てたわけで，その人材が日本とカンボジア両国で次世代�

を育成�し�ている成果が，世界にとって貴重な遺跡修復という形で実を結んでいる。こ�

れからの日本がなすべきことを学んだと同時に，外国語を教える教師のあり方につい�

ても考えるところが大であった。�

　英語という地球語を若い世代に教える私たち教員は，英語を通�し�て次世代に何を伝�

えようとするのか。時には立ち止まって考えてみたい。�
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　文部科学省より新�し�い『学習指導要領』が平�成20年�3月28日に告示されま�し�た。�

現行の『学習指導要領』�との変更点は以下の通りです�。�

2 3

英語教育・2008年第2号�

変更点�に�は�下線�を�付�け�て�あ�り�ま�す。�

新旧学習指導要領比較対照表�

新�し�い学習指導要領� 現行学習指導要領�

第１　目標�

　外国語を通�じ�て，言語や文化�に対する理解を深�め，�

積極的にコミュ�ニケーションを�図ろうとする態度�の育�

成を図り，聞く�こと，話すこと�，読むこと，書く�こと�

などのコミュニ�ケーション能力�の基礎を養う。�

　�

第２　各言語の目標�及び内容等�

英語�

１　目標�

（1）�　�初歩的な英語を�聞いて話�し�手の意向などを理�解で�

きるようにす�る。�

（2）�　�初歩的な英語を�用いて自分の考え�などを話すこと�

ができるよう�にする。�

（3）�　�英語を読むこと�に慣れ親�し�み，初歩的な英語�を読�

んで書き手の�意向などを理解�できるようにする�。�

（4）�　�英語で書くこと�に慣れ親�し�み，初歩的な英語�を用�

いて自分の考�えなどを書くこ�とができるように�する。�

　�

２　内容�

（1）�　�言語活動�

　英語を理解�し�，英語で表現で�きる実践的な運用�能力�

を養うため，次�の言語活動を３�学年間を通�し�て行わせ�

る。�

ア　聞くこと�

　　主と�し�て次の事項につ�いて指導する。�

（ア）�　�強勢，�イン�ト�ネーション，�区切りなど基本的�な英�

語の音声の特徴�をとらえ，正�し�く聞き取るこ�と。�

（�イ�）�　�自�然�な�口�調�で�話�さ�れ�た�り�読�ま�れ�た�り�す�る�英�語�を�

聞いて，情報を�正確に聞き取るこ�と。�

（ウ）�　�質問や依頼などを�聞いて適切に応�じ�ること。�

（�エ�）�　�話�し�手�に�聞�き�返�す�な�どし�て�内�容�を�確�認�し�な�が�ら�

理解すること。�

（オ）�　�まとまりのある英�語を聞いて，�概要や要点を�適切�

に聞き取ること�。�

第１　目標�

　外国語を通�じ�て，言語や文化�に対する理解を�深め，�

積極的にコミ�ュニケーションを�図ろうとする態�度の育�

成を図り，聞�くことや話すこと�などの実践的コ�ミュニ�

ケーション能�力の基礎を養う。�

　�

第２　各言語の目標�及び内容等�

英語�

１　目標�

（1）�　�英語を聞くこと�に慣れ親�し�み，初歩的な英�語を聞�

いて話�し�手の意向など�を理解できるよう�にする。�

（2）�　�英語で話すこと�に慣れ親�し�み，初歩的な英�語を用�

いて自分の考えな�どを話すことが�できるようにする�。�

（3）�　�英語を読むこと�に慣れ親�し�み，初歩的な英�語を読�

んで書き手の意向�などを理解でき�るようにする。�

（4）�　�英語で書くこと�に慣れ親�し�み，初歩的な英�語を用�

いて自分の考えな�どを書くことが�できるようにする�。�

　�

２　内容�

（1）�　�言語活動�

　英語を理解�し�，英語で表現す�る能力を養うた�め，次�

の言語活動を�3学年間を通�し�て行わせる。�

　�

ア　聞くこと�

　　主と�し�て次の事項に�ついて指導する。�

（ア）�　�強勢，�イン�ト�ネーション，�区切りなど基本�的な英�

語の音声の特徴�をとらえ，正�し�く聞き取ること。�

（�イ�）�　�自�然�な�口�調�で�話�さ�れ�た�り�読�ま�れ�た�り�す�る�英�語�を�

聞�い�て�，�具�体�的�な�内�容�や�大�切�な�部�分�を�聞�き�取�る�こ�と�。�

（ウ）�　�質問や依頼など�を聞いて，適切に�応�じ�ること。�

（�エ�）�　�話�し�手�に�聞�き�返�す�な�どし�て�内�容�を�正�し�く�理�解�す�

ること。�

新�し�い学習指導要領� 現行学習指導要領�

イ　話すこと�

　　主と�し�て次の事項に�ついて指導する�。�

（ア）�　�強勢，�イン�ト�ネーション，�区切りなど基本�的な英�

語の音声の特�徴をとらえ，正�し�く発音すること�。�

（イ）�　�自分の考えや気�持ち，�事実などを聞�き手に正�し�く�

伝えること。�

（ウ）�　�聞いたり読んだ�り�し�たことなど�について，�問答�し�

たり意見を述�べあったりなどす�ること。�

（�エ�）�　�つ�な�ぎ�言�葉�を�用�い�る�な�ど�の�い�ろ�い�ろ�な�工�夫�を�し�

て話を続ける�こと。�

（�オ�）�　�与�え�ら�れ�た�テ�ー�マ�に�つ�い�て�簡�単�な�スピ�ー�チ�を�す�

ること。�

　�

ウ　読むこと�

　　主と�し�て次の事項に�ついて指導する�。�

（ア）�　�文字や符号を識�別�し�，正�し�く読むこと。�

（イ）�　�書かれた内容を�考えながら黙読�し�たり，�その内容�

が表現される�ように音読するこ�と。�

（�ウ�）�　�物�語�の�あ�ら�すじ�や�説�明�文�の�大�切�な�部�分�な�ど�を�正�

確に読み取る�こと。�

（�エ�）�　�伝�言�や�手�紙�な�ど�の�文�章�か�ら�書�き�手�の�意�向�を�理�解�

し�，適切に応�じ�ること。�

（�オ�）�　�話�の�内�容�や�書�き�手�の�意�見�な�ど�に�対�し�て�感�想�を�述�

べたり賛否や�その理由を示�し�たりなどする�ことが�

できるよう，�書かれた内容や考�え方などをとら�え�

ること。�

　�

エ　書くこと�

　　主と�し�て次の事項に�ついて指導する�。�

（ア）�　�文字や符号を識�別�し�，�語と語の区切�りなどに注意�

を�し�て正�し�く書くこと。�

（�イ�）�　�語�と�語�の�つ�な�が�り�な�ど�に�注�意�し�て�正�し�く�文�を�書�

くこと。�

（�ウ�）�　�聞�い�た�り�読�ん�だ�り�し�た�こ�と�に�つ�い�て�メ�モ�を�と�っ�

たり，感想，�賛否やその理由を�書いたりなどす�る�

こと。�

（�エ�）�　�身�近�な�場�面�に�お�け�る�出�来�事�や�体�験�し�た�こ�と�な�ど�

について，自�分の考えや気持ち�などを書くこと�。�

（�オ�）�　�自�分�の�考�え�や�気�持�ち�な�ど�が�読�み�手�に�正�し�く�伝�わ�

るように，文�と文のつながりな�どに注意�し�て文章�

を書くこと。�

イ　話すこと�

　　主と�し�て次の事項につい�て指導する。�

（ア）�　�強勢，�イン�ト�ネーション，�区切りなど基�本的な英�

語の音声の特�徴に慣れ，正�し�く発音すること。�

（�イ�）�　�自�分�の�考�え�や�気�持�ち�な�ど�が�聞�き�手�に�正�し�く�伝�わ�

るように話す�こと。�

（ウ）�　�聞いたり読んだ�り�し�たことについて，�問答�し�たり�

意見を述べ合�ったりすること�。�

（�エ�）�　�つ�な�ぎ�言�葉�を�用�い�る�な�ど�い�ろ�い�ろ�な�工�夫�を�し�て�

話が続くよう�に話すこと。�

　�

　�

　�

ウ　読むこと�

　　主と�し�て次の事項につい�て指導する。�

（ア）�　�文字や符号を識�別�し�，正�し�く読むこと。�

（イ）�　�書かれた内容を�考えながら黙読�し�たり，�その内容�

が表現される�ように音読する�こと。�

（�ウ�）�　�物�語�や�説�明�文�な�ど�の�あ�ら�すじ�や�大�切�な�部�分�を�読�

み取ること。�

（エ）�　�伝言や手紙など�から書き手の意�向を理解�し�，�適切�

に応�じ�ること。�

　�

　�

　�

　�

　�

エ　書くこと�

　　主と�し�て次の事項につい�て指導する。�

（ア）�　�文字や符号を識�別�し�，�語と語の区切�りなどに注意�

を�し�て正�し�く書くこと。�

　�

　�

（�イ�）�　�聞�い�た�り�読�ん�だ�り�し�た�こ�と�に�つ�い�て�メ�モ�を�と�っ�

たり，感想や�意見などを書い�たりすること。�

　�

　�

　�

（�ウ�）�　�自�分�の�考�え�や�気�持�ち�な�ど�が�読�み�手�に�正�し�く�伝�わ�

るように書く�こと。�

（�エ�）�　�伝�言�や�手�紙�な�ど�で�読�み�手�に�自�分�の�意�向�が�正�し�く�

伝わるように�書くこと。�

新�『�学�習�指�導�要�領�』��
�
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新�し�い学習指導要領� 現行学習指導要領�

イ　生徒の学�習段階を考慮�し�て各学年の指導に�当たっ�

ては，次のよ�うな点に配慮する�ものとする。�

　�

（ア）�　�第１学年におけ�る言語活動�

　小学校にお�ける外国語活動�を通�じ�て音声面を中心�と�

し�たコミュニケー�ションに対する積�極的な態度など�の�

一定の素地が�育成されること�を踏まえ，身近な�言語の�

使用場面や言�語の働きに配慮�し�た言語活動を行�わせる�

こと。その際�，自分の気持ち�や身の回りの出来�事など�

の中から簡単�な表現を用いて�コミュニケーショ�ンを図�

れるような話�題を取り上げる�こと。�

（イ）�　�第２学年におけ�る言語活動�

　第１学年の�学習を基礎と�し�て，言語の使用場�面や言�

語の働きを更�に広げた言語活�動を行わせること�。その�

際，第１学年�における学習内�容を繰り返�し�て指導�し�定�

着を図るとと�もに，事実関係�を伝えたり，物事�につい�

て判断�し�たり�し�た内容などの�中からコミュニケ�ーショ�

ンを図れるよ�うな話題を取り�上げること。�

（ウ）�　�第３学年におけ�る言語活動�

　第２学年ま�での学習を基礎�と�し�て，言語の使�用場面�

や言語の働き�を一層広げた言�語活動を行わせる�こと。�

その際，第１�学年及び第２学�年における学習内�容を繰�

り返�し�て指導�し�定着を図ると�ともに，様々な考�えや意�

見などの中か�らコミュニケー�ションが図れるよ�うな話�

題を取り上げ�ること。�

　�

（3）�　�言語材料�

　�（1）�の言語活動は，�以下に示す言語�材料のうちから�，�

１の目標を達�成するのにふさ�わ�し�いものを適宜�用いて�

行わせる。�

ア　音声�

（ア）�　�現代の標準的な�発音�

（イ）�　�語と語の連結に�よる音変化�

（ウ）�　�語，句，文にお�ける基本的な強�勢�

（エ）�　�文における基本�的なイン�ト�ネーション�

（オ）�　�文における基本�的な区切り�

　�

イ　文字及び�符号�

（ア）�　�アルファベッ�ト�の活字体の大文�字及び小文字�

（イ）�　�終止符，�疑問符，�コンマ，�引用符，�感嘆符など基�

本的な符号�

イ　�学習段階を考慮�し�た指導上の配慮�事項�

　生徒の学習段階�を考慮�し�て各学年の指�導に当たって�

は，次のような点�に配慮するもの�とする。�

（ア）�　�第１学年におけ�る言語活動�

　英語を初めて学�習することに配�慮�し�，コミュニケ�ー�

ションに対する積�極的な態度の育�成を重視するとと�も�

に，身近な言語の�使用場面や言語�の働きに配慮�し�た言�

語活動を行わせる�こと。その際，�自分の気持ちや身�の�

回�り�の�で�き�ご�と�な�ど�の�中�か�ら�簡�単�な�表�現�を�用�い�て�コ�

ミュニケーション�を図れるような�話題を取り上げる�こ�

と。�

（イ）�　�第２学年におけ�る言語活動�

　第１学年の学習�を基礎と�し�て，言語の使用�場面や言�

語の働きを更に広�げた言語活動を�行わせること。そ�の�

際，第１学年に加�え，特に，事実�関係を伝えたり，�物�

事について判断�し�たり�し�た内容などの中�からコミュニ�

ケーションを図れ�るような話題を�取り上げること。�

　�

（ウ）�　�第３学年におけ�る言語活動�

　第２学年の学習�を基礎と�し�て，言語の使用�場面や言�

語の働きを一層広�げた言語活動を�行わせること。そ�の�

際，第２学年に加�え，特に，様々�な考えや意見など�の�

中からコミュニケ�ーションが図れ�るような話題を取�り�

上げること。�

　�

　�

（3）�　�言語材料�

　�（1）�の言語活動は，�以下に示す言�語材料のうちから�，�

１の目標を達成す�るのにふさわ�し�いものを適宜用い�て�

行わせる。�

ア　音声�

（ア）�　�現代の標準的な�発音�

（イ）�　�語と語の連結に�よる音変化�

（ウ）�　�語，句，文にお�ける基本的な強�勢�

（エ）�　�文における基本�的なイン�ト�ネーション�

（オ）�　�文における基本�的な区切り�

　�

イ　文字及び符号�

（ア）�　�アルファベッ�ト�の活字体の大文�字及び小文字�

（イ）�　�終止符，�疑問符，�コンマ，�引用符，�感嘆符などの�

基本的な符号�

新�し�い学習指導要領� 現行学習指導要領�

（2）�　�言語活動の取扱い�

ア　３学年を通�じ�指導に当たっ�ては，次のような�点に�

配慮するものと�する。�

　�

（�ア�）�　�実�際�に�言�語�を�使�用�し�て�互�い�の�考�え�や�気�持�ち�を�伝�

え合うなどの活�動を行うとともに�，�（3）�に示す言語�

材料について理�解�し�たり練習�し�たりする活動�を行�

うようにするこ�と。�

（�イ�）�　�実�際�に�言�語�を�使�用�し�て�互�い�の�考�え�や�気�持�ち�を�伝�

え合うなどの活�動においては，具�体的な場面や状�

況に合った適切�な表現を自ら考え�て言語活動がで�

きるようにする�こと。�

（ウ）�　�言語活動を行うに�当たり，�主と�し�て次に示すよう�

な言語の使用場�面や言語の働きを�取り上げるよう�

にすること。�

　�

［言語の使用場�面の例］�

ａ　�特有の表現が�よく使われる場面�

　　�・あいさつ　�　・自己紹介　　�・電話での応答�

　　�・買い物　　�　・道案内　　　�・旅行�

　　�・食事　など�

ｂ　�生徒の身近な�暮ら�し�にかかわる場面�

　　�・家庭での生�活　　・学校での�学習や活動�

　　�・地域の行事�　など�

［言語の働きの�例］�

ａ　�コミュニケー�ションを円滑にす�る�

　　�・呼び掛ける�　・相づちをうつ�

　　�・聞き直す　�　・繰り返す　な�ど�

ｂ　�気持ちを伝え�る�

　　�・礼を言う　�　・苦情を言う　�　・褒める�

　　�・謝る　など�

　�

　�

ｃ　�情報を伝える�

　　�・説明する　�　・報告する　　�・発表する�

　　�・描写する　�など�

ｄ　�考えや意図を�伝える�

　　�・申�し�出る　　・約�束する　　・意�見を言う�

　　�・賛成する　�　・反対する　　�・承諾する�

　　�・断る　など�

ｅ　�相手の行動を�促す�

　　�・質問する　�　・依頼する　　�・招待する　な�ど�

（2）�　�言語活動の取扱い�

ア　�３学年を通�し�た全体的な配慮�事項�

　３学年を通�じ�指導に当たって�は，次のような�点に配�

慮するものと�する。�

（�ア�）�　�実�際�に�言�語�を�使�用�し�て�互�い�の�気�持�ち�や�考�え�を�伝�

え合うなどのコ�ミュニケーショ�ンを図る活動を行�

うとともに，�（3）�に示す言語材料�について理解�し�た�

り練習�し�たりする活動を行�うようにするこ�と。�

（イ）�　�コミュニケーシ�ョンを図る活動に�おいては，�具体�

的な場面や状況�に合った適切な�表現を自ら考えて�

言語活動ができ�るようにするこ�と。�

　�

（ウ）�　�言語活動を行う�に当たり，�主と�し�て次に示すよう�

な言語の使用場�面や言語の働き�を取り上げるよう�

にすること。�

　�

［言語の使用�場面の例］�

ａ　�特有の表現が�よく使われる場�面�

　　�・あいさつ　�　・自己紹介　�　・電話での応答�

　　�・買い物　　�　・道案内　　�　・旅行�

　　�・食事　など�

ｂ　�生徒の身近な�暮ら�し�にかかわる場面�

　　�・家庭での生�活　　・学校で�の学習や活動�

　　�・地域の行事�　など�

［言語の働き�の例］�

ａ　�考えを深めた�り情報を伝えた�りするもの�

　　�・意見を言う�　　・説明する�　　・報告する�

　　�・発表する　�　　・描写する�　など�

ｂ　�相�手�の�行�動�を�促し�た�り�自�分�の�意�志�を�示�し�た�り�す�る�

もの�

　　�・質問する　�　・依頼する　�　・招待する�

　　�・申�し�出る　　・�確認する　　・約�束する�

　　�・賛成する／�反対する　・承�諾する／断る　な�ど�

ｃ　�気持ちを伝え�るもの�

　　�・礼を言う　�　・苦情を言う�　　・ほめる�

　　�・謝る　など�
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英語教育・2008年第2号�

新�し�い学習指導要領� 現行学習指導要領�

ｆ　その他�

　�（a）�　�There ＋ be動詞＋～�

　�（b）�　�It ＋ be動詞＋～�（＋for～）�＋to 不定詞�

　�（c）�　�主語＋tell, wantなど＋目的語＋to 不定詞�

（ウ）�　�代名詞�

ａ　�人称，指示，�疑問，数量を表�すもの�

ｂ　�関係代名詞の�うち，主格のthat, which, who及び目�

的格のthat, whichの制限的用法�

（エ）�　�動詞の時制など�

　現在形，過�去形，現在進行�形，過去進行形，�現在完�

了形及び助動�詞などを用いた�未来表現�

（オ）�　�形容詞及び副詞�の比較変化�

（カ）�　�to 不定詞�

（キ）�　�動名詞�

（ク）�　�現在分詞及び過�去分詞の形容詞�と�し�ての用法�

（ケ）�　�受け身�

　�

（4）�　�言語材料の取扱い�

ア　発音と綴�（つづ）�りとを関連付け�て指導すること�。�

イ　文法につ�いては，コミュ�ニケーションを支�えるも�

のであることを�踏まえ，言語活動�と効果的に関連�付�

けて指導するこ�と。�

ウ　�（3）�のエの文法事�項の取扱いにつ�いては，�用語や用�

法の区別などの�指導が中心となら�ないよう配慮�し�，�

実際に活用でき�るように指導する�こと。また，語�順�

や修飾関係など�における日本語と�の違いに留意�し�て�

指導すること。�

エ　英語の特�質を理解させる�ために，関連のあ�る文法�

事項はまとまり�をもって整理する�など，効果的な�指�

導ができるよう�工夫すること。�

　�

３　指導計画の作�成と内容の取扱い�

（1）�　�指導計画の作�成に当たっては，�次の事項に配慮�す�

るものとする。�

ア　各学校に�おいては，生徒�や地域の実態に応�じ�て，�

学年ごとの目標�を適切に定め，３�学年間を通�し�て英�

語の目標の実現�を図るようにする�こと。�

f　�　�その他の文型のう�ち，�

　�（a）�　�There ＋ be動詞＋～�

　�（b）�　�It ＋ be動詞＋～�（＋for～）�＋to 不定詞�

　�（c）�　�主語＋tell, wantなど＋目的語＋to 不定詞�

（ウ）�　�代名詞�

ａ　�人称，指示，疑問�，数量を表すも�の�

ｂ　�関係代名詞のうち�，主格のthat, which, who及び目�

的格のthat, whichの制限的用�法の基本的なもの�

（エ）�　�動詞の時制など�

　現在形，過去形�，現在進行形，�過去進行形，現在�完�

了形及び助動詞な�どを用いた未来�表現�

（オ）�　�形容詞及び副詞�の比較変化�

（カ）�　�to 不定詞のうち�基本的なもの�

（キ）�　�動名詞のうち基�本的なもの�

（ク）�　�現在分詞及び過�去分詞の形容詞�と�し�ての用法�

（ケ）�　�受け身のうち現�在形及び過去形�

　�

（4）�　�言語材料の取扱い�

ア　�（3）�の�「�エ　�文法事項」�の�（イ）�のcの�（b）�，dの�（b）�及�

び�（�ウ�）�の�bに�つ�い�て�は，理�解�の�段�階�に�と�ど�め�る�こ�

と。�

　�

イ　�（3）�の「エ　�文法事項」の�取扱いについて�は，用語�

や用法の区別な�どの指導が中心�とならないよう配�慮�

し�，実�際�に�活�用�す�る�指�導�を�重�視�す�る�よ�う�に�す�る�こ�

と。�

　�

　�

　�

　�

　�

３　指導計画の作成と�内容の取扱い�

（1）�　�指導計画の作�成に当たっては�，次の事項に配慮�す�

るものとする。�

ア　各学校におい�ては，生徒の実�態や地域の実情に�応�

じ�て，学年ごと�の目標を適切に�定め，３学年間を�通�

し�て英語の目標�の実現を図るよ�うにすること。�

イ　各学年とも，�２の�「�（1）�言語活動」�のうち，特に�聞�

くこと及び話す�ことの言語活動�に重点をおいて指�導�

すること。�

新�し�い学習指導要領� 現行学習指導要領�

ウ　語，連語及�び慣用表現�

（ア）�　�1200語程度の語。�

　�

　�

（イ）�　�in front of, ａ　�lot of, get up, look forなどの連語�

（�ウ�）�　�excuse me, I see, I’m sorry, thank you, you’re 

welcome, for exampleなどの慣用表現�

　�

　�

エ　文法事項�

（ア）�　�文�

ａ　�単文，重文及�び複文�

ｂ　�肯定及び否定�の平叙文�

ｃ　�肯定及び否定�の命令文�

ｄ　�疑問文のうち�，�動詞で始まるも�の，�助動詞�（can, do, 

may, など）�で始まるもの，�orを含�むもの及び疑問�詞�

（�how, what, when, where, which, who, whose, 

why）�で始まるもの�

（イ）�　�文構造�

ａ　�［主語＋動詞�］�

ｂ　�［主語＋動詞�＋補語］のうち，�

　　　　　　　�　　　　�名詞�

　�（a）�　�主語＋be動詞＋　代名詞�

　　　　　　　�　　　　�形容詞�

　�
（b）�

　�
主語＋be動詞以外の動�

　　　名詞�
詞＋�

　　　　　　　�　　　　　　　�　　�　�形容詞�

ｃ　�［主語＋動詞�＋目的語］のうち�，�

　　　　　　　�　　　�名詞�

　　　　　　　�　　　�代名詞�

　�
（a）�
　�
主語＋動詞＋�

動名詞�

　　　　　　　�　　　�to 不定詞�

　　　　　　　�　　　�how（など）�to 不定詞�

　　　　　　　�　　　�thatで始まる節�

　�（b）�　�主語＋動詞＋�whatな�どで始まる節�

ｄ　�［主語＋動詞�＋間接目的語＋直�接目的語］�のうち，�

　�

　�
（a）�
　�
主語＋動詞＋間接�

　　　　　名詞�
目的語＋�

　　　　　　　�　　　　　　　�　　�代名詞�

　�（b）�　�主語＋動詞＋�間接目的語＋how（など）�to 不定詞�

ｅ　�［主語＋動詞�＋目的語＋補語］�のうち，�

　�
（a）�
 
主語＋動詞＋�

　　　　　名詞�
目的語＋�

　　　　　　　�　　　　　　�　形容詞�

ウ　語，連語�及び慣用表現�

（ア）�　�別表１に示す語�を含めて，�900語程度までの語�（季�

節，月，曜日，�時間，天気，数�（序数を含む）�，家�

族などの日常生�活にかかわる基�本的な語を含む）�

（イ）�　�連語のうち基本�的なもの�

（�ウ�）�　�慣�用�表�現�の�う�ち，excuse me, I see, I’m sorry, 

thank you, you’re welcome, for exampleなど基本�

的なもの�

　�

エ　文法事項�

（ア）�　�文�

ａ　�単文，重文及�び複文�

ｂ　�肯定及び否定�の平叙文�

ｃ　�肯定及び否定�の命令文�

ｄ　�疑問文のうち�，�動詞で始まる�もの，�can, do, may, な�

ど�の�助�動�詞�で�始�ま�る�も�の，orを�含�む�も�の�及�び�how, 

what, when, where, which, who, whose, whyの�疑�

問詞で始まる�もの�

（イ）�　�文型�

ａ　�［主語＋動詞�］の文型�

ｂ　�［主語＋動詞�＋補語］の文型�のうち，�

　　　　　　�　　　　　�名詞�

　�（a）�　�主語＋be動詞＋　代名詞�

　　　　　　�　　　　　�形容詞�

　�
（b）�

　�
主語＋be動詞以外の動�

　　　名詞�
詞＋�

　　　　　　�　　　　　　　　�　　�　�形容詞�

ｃ　�［主語＋動詞�＋目的語］の文�型のうち，�

　　　　　　�　　　　�名詞�

　　　　　　�　　　　�代名詞�

　�
（a）�
　�
主語＋動詞＋　�

動名詞�

　　　　　　�　　　　�to 不定詞�

　　　　　　�　　　　�how（など）�to 不定詞�

　　　　　　�　　　　�thatで始まる節�

（b）�　�主語＋動詞＋whatなどで始まる節�

ｄ　�［主語＋動詞�＋間接目的語＋�直接目的語］�の文型の�

うち，�

　�　� 名詞�
（a）�主語＋動詞＋間�接目的語＋　�
　　　　　　�　　　　　　　　�　　�代名詞�

　�（b）�　�主語＋動詞＋�間接目的語＋how（など）�to 不定詞�

ｅ　�［主語＋動詞�＋目的語＋補語�］の文型のうち，�

　�
（a）�
 
主語＋動詞＋�目的語＋�

　　　　　　�　　　　　　　�　形容詞�

名詞�
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英語教育・2008年第2号�

新�し�い学習指導要領� 現行学習指導要領�

（削除）�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

その他の外国語�

　その他の外�国語については�，英語の目標及び�内容等�

に準�じ�て行うものとする�。�

　�

第３　指導計画の�作成と内容の取扱い�

１　小学校に�おける外国語活�動との関連に留意�し�て，�

指導計画を適切�に作成するものと�する。�

２　外国語科�においては，英�語を履修させるこ�とを原�

則とする。�

３　第１章総�則の第１の２及�び第３章道徳の第�１に示�

す道徳教育の目�標に基づき，道徳�の時間などとの�関�

連を考慮�し�ながら，第３章�道徳の第２に示す�内容に�

ついて，外国語�科の特質に応�じ�て適切な指導�をする�

こと。�

別表１�

a, about, across, after, all, am, among, an, and, 

another, anyone, anything, are, as, at, because, 

before, between, both, but, by, can, could, do, down, 

during, each, either, everyone, everything, for, from, 

has, have, he, her, hers, him, his, how, I, if, in, into, is, 

it, may, me, mine, must, my, near, nothing, of, off, on, 

one, or, other, our, ours, over, shall, she, should, since, 

so, someone, something, than, that, the, their, them, 

then, these, they, this, those, through, to, under, until

（�till）�, up, us, we, what, when, where, which, who, 

whose, why, will, with, without, would, you, your, 

yours

　�

その他の外国語�

　その他の外国語�については，英�語の目標及び内容�等�

に準�じ�て行うものとす�る。�

　�

第３　指導計画の作成�と内容の取扱い�

　�

　�

１　必修教科と�し�ての「外国語」�においては，英語�を�

履修させること�を原則とする。�

２　選択教科と�し�ての「外国語」�においては，生徒�の�

特性等に応�じ�多様な学習活�動が展開できる�よう，第�

２の内容その他�の内容で各学校�が定めるものにつ�い�

て，課題学習，�コミュニケーシ�ョン能力の基礎を�培�

う補充的な学習�，発展的な学習�などの学習活動を�各�

学校において適�切に工夫�し�て取り扱うもの�とする。�

新�し�い学習指導要領� 現行学習指導要領�

イ　２の�（３）�の言語材料に�ついては，学習�段階に応�じ�

て平易なもの�から難�し�いものへと段�階的に指導する�

こと。�

　�

ウ　音声指導に�当たっては，日�本語との違いに留�意�し�

ながら，発音�練習などを通�し�て２の�（３）�のアに示さ�

れた言語材料�を継続�し�て指導するこ�と。�

　　また，音声�指導の補助と�し�て，必要に応�じ�て発音�

表記を用いて�指導することも�できること。�

　�

エ　文字指導に�当たっては，生�徒の学習負担に配�慮�し�

筆記体を指導�することもでき�ること。�

オ　語，連語及�び慣用表現につ�いては，運用度の�高い�

ものを用い，�活用することを�通�し�て定着を図る�よう�

にすること。�

カ　辞�書�の�使�い�方�に�慣�れ，活�用�で�き�る�よ�う�に�す�る�こ�

と。�

キ　生徒の実態�や教材の内容に�応�じ�て，コン�ピ�ュータ�

や情報通信ネ�ッ�ト�ワーク，教育機器�などを有効活用�

し�たり，ネイティ�ブ・ス�ピ�ーカーなどの�協力を得た�

りなどするこ�と。�

　　また，ペア�ワーク，グルー�プワークなどの学�習形�

態を適宜工夫�すること。�

（2）�　�教材は，聞くこ�と，話すこと，読�むこと，書くこ�

となどのコミ�ュニケーション�能力を総合的に育�成す�

るため，実際�の言語の使用場�面や言語の働きに�十分�

配慮�し�たものを取り上げ�るものとする。�その際，英�

語を使用�し�ている人々を�中心とする世界�の人々及び�

日本人の日常�生活，風俗習慣�，物語，地理，歴�史，�

伝統文化や自�然科学などに関�するものの中から�，生�

徒の発達の段�階及び興味・関�心に即�し�て適切な題材�

を変化をもた�せて取り上げる�ものと�し�，次の観点に�

配慮する必要�がある。�

ア　多様なもの�の見方や考え方�を理解�し�，公正な判断�

力を養い豊か�な心情を育てる�のに役立つこと。�

イ　外国や我が�国の生活や文化�についての理解を�深め�

るとともに，�言語や文化に対�する関心を高め，�これ�

らを尊重する�態度を育てるの�に役立つこと。�

ウ　広い視野か�ら国際理解を深�め，国際社会に生�きる�

日本人と�し�ての自覚を高�めるとともに，�国際協調の�

精神を養うの�に役立つこと。�

ウ　２の「�（３）�言語材料」につ�いては，学習段�階に応�

じ�て平易なものか�ら難�し�いものへと段階�的に指導す�

るとともに，理解�の段階にとどめ�たり表現の段階ま�

で高めたりするな�ど�し�て効果的に指導す�ること。�

エ　音声指導�に当たっては，聞�くこと及び話す�ことを�

重視する観点から�発音練習などを�通�し�て２の�（３）�の�

「ア　�音声」�に示された言語材�料を継続�し�て指導する�

こと。�

　　また，音�声指導の補助と�し�て，必要に応�じ�て発音�

表記を用いて指導�することもでき�ること。�

オ　文字指導�に当たっては，生�徒の学習負担に�配慮�し�

筆記体を指導する�こともできるこ�と。�

カ　語，連語�及び慣用表現の指�導に当たっては�，運用�

度�の�高�い�も�の�を�厳�選し�，習�熟�を�図�る�よ�う�に�す�る�こ�

と。�

キ　辞書の初�歩的な使い方に慣�れ，必要に応�じ�て活用�

できるようにする�こと。�

ク　生徒の実�態や教材の内容に�応�じ�て，コン�ピ�ュータ�

や情報通信ネッ�ト�ワーク，教育機�器などの有効活用�

やネイティブ・ス�ピ�ーカーなどの�協力を得ることな�

どに留意すること�。�

　　また，�学習形態などを�工夫�し�，�ペアワーク，�グルー�

プワークなどを適�宜取り入れるこ�と。�

（2）�　�教材は，英語で�の実践的コミュ�ニケーション能力�

を育成するため，�実際の言語の使�用場面や言語の働�

きに十分配慮�し�たものを取り�上げるものとす�る。そ�

の際，英語を使用�し�ている人々を�中心とする世界の�

人々及び日本人の�日常生活，�風俗習慣，�物語，�地理，�

歴史などに関する�もののうちから�，生徒の心身の発�

達段階及び興味・�関心に即�し�て適切な題材を�変化を�

もたせて取り上げ�るものと�し�，次の観点に配�慮する�

必要がある。�

　�

ア　多様なも�のの見方や考え方�を理解�し�，公正な判断�

力を養い豊かな心�情を育てるのに�役立つこと。�

イ　世界や我�が国の生活や文化�について理解を�深める�

とともに，言語や�文化に対する関�心を高め，これら�

を尊重する態度を�育てるのに役立�つこと。�

ウ　広い視野�から国際理解を深�め，国際社会に�生きる�

日本人と�し�ての自覚を高める�とともに，国際�協調の�

精神を養うのに役�立つこと。�



1．教科書�と�実践的�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�能力�の�基礎�

　生徒たちにとって，教�科書はその教科の象徴で�

ある。教科書の内容がわ�かることは，その教科の�

学習の使命であり，自信�と次へのやる気に大きく�

関わる。つまり，教科の�学習は「教科書を勉強す�

る」にほぼ等�し�い。�し�か�し�，教師の立場はそのま�

まの置き換えで「教科書�を教える」とはならない。�

ちなみに英語教師の場合�は，�「教科書を…」�の続き�

は�「教科書を使って英語�を～」�，あるいは格助詞を�

改めて「教科書で英語を�～」となる。それは，平�

面に印刷された内容を使�いながら立体的な言語活�

動を通�し�て「実践的なコミュニケーシ�ョン能力の�

基礎」を養うことが目標�であるからである。強い�

て言えば，�「教科書を使って英語を�～」�の後は，�「実�

践的に使って意思疎通が�できる基礎作りの支援を�

する」となる。平面に印�刷されてはいるが，教科�

書の内容は言語活動を立�体的に行うための足場で�

ある。足場が不安定であ�れば，それを使って作業�

をすることは極めて難�し�い。�し�たがって，教科書�

の内容を定着させること�は，ことの始まりである。�

　もう少�し�踏み込んで考えてみよう。�　�「実践的な�

コミュニケーション能力�の基礎」という表現は，�

一見わかりやすくうなず�けるものであるようだが，�

具体的に１つずつ考える�となかなか難�し�い。まず�

「実践的」�とは何か。次に�「コミュニケーション能�

力」とは何か。そ�し�て「基礎」というのは何�か。�

外国語で考える前に，母�語である日本語で考えて�

みよう。我々は日本語を�生活全体で絶えず使って�

いる。生まれてから，机�に向かって教科書で学習�

し�たわけではなく，自然にわか�るようになり，普�

通�の�生�活�を�送�る�の�に�は�文�の�作�り�方�・�単�語�の�使�い�

方・発音・文字などを心�配する必要はない。人に�

よっては，ものを書くこ�との得意・不得意，漢字�

や語彙の多い・少ない，�話�し�上手・話�し�下手もあ�

るが，一応，生活や仕事�には差支えがない。つま�

り，�「実践的」�というのは，身の回りで�実際に使え�

2．外国語�と�し�て�の�英語学習�を�支�え�る�「�生産力」�作�り�

　生徒が英語の学習に対�し�てやる気を出すには，�

いくつかのきっかけがある�。�その中には，�「自分の�

英語が通�じ�た」�「相手の話す英語がわかっ�た」�「英�

語のおも�し�ろい話が読めた」など�の感動のシーン�

が含まれる。�この背景には，�「思ったことが何とか�

言える／書ける力」�や�「相手の話が何とか聞ける�／�

読める力」が必要である。�私はこう�し�た力を「生�

産力」�と呼んでいる。�「外国語の生産力」�を育てる�

た�め�に�は，�「言�語�材�料�（�文�の�作�り�方�・�単�語�の�使�い�

方�・�発�音�・�文�字�）�と�の�よ�い�出�会�い�と�仲�よ�く�な�る�作�

業」�　�「�（不自然な中にも極力）�自然に近い身近な場�

面の設定」が不可欠である�。これらを「文の作り�

方」を例に�し�て考えてみよう。�

　新�し�く学ぶ英文とのよい出会い�方は，その文が�

身近な場面の中でどのよう�に機能するかが明確に�

わかる出会い方である。新�し�い文を学ぶ目的は，�

それをコミュニケーション�の道具と�し�て使うこと�

であるから，教師自身が文�の機能を理解�し�，よい�

出会いの場面を設定�し�，生徒たちとシェアする�こ�

とが大切である。ここでの�シェアは，練習を通�し�

てその文と「仲よくなる作�業」の意味と，その先�

にある「コミュニケーショ�ンを図る活動」への道�

筋をもシェアすることにな�る。�

　また，新�し�い文と仲よくなる作業では�，生徒た�

ち�が�文�中�の�各�部�分�を�分�析�し�な�が�ら，�「く�り�返�し�見�

て，聞いて，言って，書く�，十分な練習」が必要�

である。これは，昔一世を�風靡�し�たオウム的な意�

味のないパターン・プラク�ティスではない。生産�

力を育てるには，日本語と�の対比的分析を巻き込�

んでの理解と反復や入れ替�えの練習は不可欠であ�

るが，その意図は生徒が自�分の意思に沿って使え�

ることを目指す「意味のあ�る練習」である。１つ�

ひとつの文の作り方がわか�り，練習�し�，簡単なこ�

とでも自分の意思で表現で�きるようにすることが�

「生産力の細胞」�となる。特に，日本語で�考えたこ�

とを英語で言い，書き，確�かめる「確認作業」が�

十分に行われるべきである�。また，日本語との対�

比の必要性は，以下の理由�による。言語学的に見�

ると，日本語と英語は正対�称と言われるほど構造�

的に遠い。たとえば，英語�は前置詞であるが，日�
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ることである。�

　�し�かし�，�「基�礎」と�い�う�言�葉�の�要�ら�な�い�母�語�で�

も，�「誰に話すか／書くか」�という場面や状況，�「ま�

とまりのあること」�「つ�じ�つまの合うこと」�という�

首尾一貫性，�「わかってもらえるように話�す」�「明�

確に書く」などには，注意�を払う。文の作り方・�

単語の使い方・発音・文字�などは心配無用でも，�

「あの人は口の利き方を知�らない」�「同�じ�話を難�し�

くする」�　�などと，�よく聞く。�つまり，�「コミュニケ�

ーション能力」�は，�「文の作り方・単語の�使い方・�

発音・文字に不自由がない�だけでなく，場面や状�

況に応�じ�られ，一貫性があり，互�いの理解を保障�

するように言葉を使える力�」と言い換えられる。�

　一方，英語は外国語と言�うだけあって，生徒は�

英語の授業を終えて一歩教�室を出ると日本語だけ�

の世界となり，よほどの手�段を使わない限り，普�

段の生活に英語はほとんど�ない。�し�たがって，机�

に向かい教科書や教材を使�い「意識的に学習」す�

る。自然に触れられないた�め，文の作り方・単語�

の使い方・発音・文字の１�つひとつに，教室内で�

出会い「�し�っかりと」仲よくなることが�必要にな�

る。出会い方も，自然な日�常の場面で溢れている�

母語とは違い，不自然な出�会い方はどう�し�ても免�

れない。�そこで，�「新�し�い文を使うと何がどのよ�う�

に表現でき，わかるか」と�いう，文とその機能を�

的確にとらえた出会い方の�ための場面が必要にな�

る。つまり，英語教師は，�たとえ母語とは比べも�

のにならなくても，生徒た�ちが英語を意思疎通の�

道�具�とし�て�使�え�る�よ�う�に�な�る�た�め�に，�「文�の�作�り�

方・単語の使い方・発音・�文字に大きな不自由が�

ないだけでなく，場面や状�況に応�じ�られ，一貫性�

があり，互いの理解を保障�するように使える力」�

を育てなければならない。�このために，教科書を�

使って，　�「言語材料について理解�し�たり練習�し�た�

りする活動」�と�「コミュニケーションを�図る活動」�

を組み立てることが，主な�任務となる。�

生徒にや�る�気�を�出�さ�せ�る�工夫�：�5～7月�
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生徒�に�や�る�気�を�出�さ�せ�る�工夫�：�5～7月�

外国語�と�し�ての�
英語学習における�「生産力」�作�り�

群馬大学教授　�上原　�景子�

本語は後置詞であるから，�「で―教室」�対�「教室―�

で」である。同様に，動詞句�の中心である動詞も�

目的語に対�し�て前置と後置であるから，�「読む―本�

を」対「本を―読む」である�。どんな言葉をどの�

ように並べるかを十分に定着�させない限り，英語�

での知的な喜びは生まれず，�英語は楽�し�くならな�

い。また，文の作り方と単語�学習の関係も大切で�

ある。先に述べた�「読む―本を」�対�「本を―読む」�

は，実は正確でない。日本語�は�「�（本＋を）�＋読む」�

であるが，英語は「～を読む�＋本」である。また，�

「�（学校＋へ）�＋行く」は，�「行く＋�（へ＋学校）�」で�

ある。文を作る力は，単語の�力と非常に関係が深�

い。こう�し�た文を確実に使えるよう�になるための�

支援が重要である。�

3．コミュニケーション�能力と文法力�

　これまで「文法・文型・構�文・文構造」という�

言葉を使わず，�「文の作り方」�と�し�てきたが，その�

理由は，２つの誤解を避ける�ためである。１つは�

「コ�ミ�ュニ�ケ�ーシ�ョ�ン能�力�の育�成�だか�ら，　�文�法は�

教えてはいけない」という誤�解であり，もう１つ�

は「文法は，文法用語で教え�るものである」とい�

う誤解である。先も述べたが�，母語では心配ない�

文の作り方も，英語では１か�ら始まる。そ�し�て，�

文法用語は正�し�い文の作り方がわかるよう�になる�

た�め�の�効�率�的�な�媒�体�で�あ�っ�て，文�法�力�（�文�を�作�る�

力）�自身ではない。�

　また，外国語の生産力作り�を阻害する比較的陥�

り�や�す�い�誤�り�は，�「コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�は�聞�く�こ�

と・話すことだけである」と�いう概念と「コミュ�

ニケーションだからとにかく�言わせよう」という�

考え方である。文字がある言�語でのコミュニケー�

ションや情報収集は，話�し�言葉と書き言葉の双方�

で行われるから，�「聞く力�・�話す力」�と�「読む力�・�書く�

力」は全て必要である�し�，これらは互いに支え合�

って伸びていく。�また，�英語は母語である日本語と�

文の作り方も単語も発音も文�字も全く違う。こう�

し�たものの１つひとつに上手�に出会わせ，仲よく�

なるための作業を丁寧に�し�ないまま即座に産出を�

要求することは，�「お金や貯金がないのに買�い物を�

させようとすること」と同じ�であり，生徒の自信�

を削ぎ，知的な喜びや好奇心�にはつながりえない。�



　新鮮な気持ちで中学校�に入学�し�てきた生徒。新�

し�いことを知りたいという気持�ちは大きく，英語�

に対する期待はとても大�きいものです。夏休みま�

での3か月間，�「英語が楽�し�い」�「英語の時間がうれ�

し�い」という「英語大好き」生�徒をたくさん作る�

絶好のチャンスです。生�徒の気持ちをぐっとつか�

み，楽�し�い英語の授業をする要素は以�下の４つ！�

　�

　�

　�

1．は�じ�めに�

　授業が楽�し�いというのは，バラエテ�ィー番組を�

見て楽�し�いのとは違います。知的好奇�心をくすぐ�

り，知らなかったことが�わかったりする知識欲を�

喚起�し�，�「できた」�　�という達成感を持たせるこ�とで�

す。それが学習の楽�し�さです。また，生徒と�バラ�

ンスの取れた人間関係も�必要です。先生の年齢が�

若いと，生徒と友だち感�覚になって�し�まいがちで�

す。元気な中学生にとっ�て，単に�「お兄�（姉）�さん」�

になって�し�まっては，指導はうまくい�きません。�

中学１年生のこの時期は�，指導する者と学習する�

者，先生と生徒というス�タンスをきちんと教える�

ことも，授業を成立させ�る大事な要素です。�

　私には苦い経験があり�ます。もう20年も前のこ�

とになりますが，教科書�の指導はそこそこに，生�

徒が喜ぶワー�ド�ゲームをなんとなくや�っていたこ�

とがありま�し�た。授業には計画性がな�く，まさに�

行き当たりばったりの最�悪の授業で�し�た。自分で�

は，生徒がおも�し�ろがって授業についてくる�ので，�

生徒との関係もよく，英�語を楽�し�んでいると思い�

こんでいま�し�た。�し�か�し�，それはとんでもないこ�

とで�し�た。最初はおも�し�ろがっていた生徒も，次�

第にゲームに飽き，興味�も薄れてきま�し�た。ゲー�

ムそのものも漫然となり�ま�し�た。ゲームに参加�し�

ない生徒も増え，教室は�ざわざわと�し�始めま�し�た。�

教科書を使った学習に戻�ろうと�し�ても，生徒の意�
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欲は高まらず，集中力はな�く，私語は増えていき�

ま�し�た。こう�し�て授業は全く成立�し�なくなって�し�

まいま�し�た。�

　そこで，授業を充実させ�，楽�し�く教科経営をす�

るための「授業に対する心�構え」をお話�しし�ます。�

2．生徒をキャッチ�する目�

　教室に入ったとき，教室�内の生徒の動きに気を�

配ることです。平和な状況�で仲よく休み時間を過�

ご�し�ているか，�ト�ラブったりケンカ�し�たり�し�てい�

ないか，気になる生徒はど�のように�し�ているか，�

学習道具を準備�し�ているかを瞬時に把握�すること�

です。教室の後ろの�ド�アから入っていくと，生�徒�

たちの自然な様子が見えま�す。教壇に行くまでに�

時間がかかるので，教室や�生徒の様子をつかむこ�

とができます。�

　教壇に学習用具をそろえ�ながら，生徒と会話を�

することも大事です。前の�時間の内容について話�

し�たり，部活や学校行事に�ついて話�し�たりと，学�

校での話題は豊富にありま�す。会話をするときは，�

必ず生徒の目を見て話�し�かけることが大事です�。�

なんとなく上の空で返事を�し�たり，目をそら�し�て�

し�まっては，生徒の心がキ�ャッチできません。も�

ちろん先生の気持ちも伝わ�りません。生徒の目を�

見て，自分の言葉�（ハー�ト�）�で話すことが大事です。�

生徒も，いつも先生の目が�ある，先生に見守られ�

ていると安心�し�ます。�

3．始鈴着席＝授業�開始�

　休み時間は職員室でお茶�を飲む時間ではありま�

せん。次が空き時間ならよ�いで�し�ょうが，次に授�

業を控えているときは，水�分補給は迅速にするこ�

と。ま�し�てチャイムが鳴ってから�お茶を飲んでい�

るのはもってのほかです。�始鈴は授業の始まりを�

知らせる大事な合図です。�先生が職員室を出る合�

図ではなく，教室で授業が�始まる合図なのです。�

始鈴と同時に先生は教室に�いることです。簡単な�

ようですが，なかなか大変�です。50分間の授業時�

生徒にや�る�気�を�出�さ�せ�る�工夫�：�5～7月�
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中1　�先�生力ア�ッ�プで英語好�き�を作る！�
北海道室蘭市立陣屋小学校教�頭　�猪股　�俊哉�

■筋の通った学級経営　　★授業に対する心構え�

▲基本を大事に�し�た指導　●楽�し�い学習環境�

生徒�に�や�る�気�を�出�さ�せ�る�工夫�：�5～7月�

間がきちんと保障され，先�生にも生徒にも�し�っか�

りと習慣づけられること。�生徒指導や突発的な会�

議で時間通り教室に行けな�いときの「自習�し�て待�

っていなさい」という指示�は，いつも時間通りに�

先生がいるからこそできる�のです。�

4．挨拶が基本�

　挨拶は大事です。授業の�始まりと終わりの挨拶�

は，授業へのけじめをつけ�，緊張感を高めること�

になります。私の場合は，�起立せず，座ったまま�

で英語で挨拶を�し�ますが，姿勢を正�し�，先生の顔�

を見て挨拶するように，何�度も�し�つこく指導�し�ま�

す。当たり前のようですが�，生徒は先生に，先生�

は生徒に�「よろ�し�くお願い�し�ます」�「ありがとうご�

ざいます」という気持ちを�こめて挨拶することが�

大切です。�

5．学習内容の説明責�任�

　きまぐれなあてのない旅�というのもあります。�

し�か�し�，どこへ行くにも，事前に�時間的な目処，�

行き先，ルー�ト�など計画を立てるもので�す。途中�

でもあとどれくらいで到着�するのかなどといった�

情報も大切です。学習も同じ�です。先生は事前に�

学習の計画を立てているも�のですが，生徒の方は�

どうで�し�ょうか。行き先もわから�ず，何を�し�てい�

るのかもわからず，連れま�わされているような授�

業を�し�ていないで�し�ょうか。�

　�パ�タ�ー�ン�・�プ�ラ�ク�テ�ィ�ス�で�た�だ�オ�ウ�ム�返�し�に�く�り�

返�し�て�し�まうような時間は無駄で�す。内容もわか�

らずなんとなく音読�し�ていては，学習も効果が�出�

ません。生徒にもその日の�授業内容や学習の目的�

地�（到達目標）�を伝えるべきです。私は，�授業の始�

まりや新教材の導入時に，�大まかに伝えています。�

「今日は，�物がいくつかあることを�表す学習です」�

「今日は，�この物が複数あること�を示す　�s　�をつけて�

言えればOKです」�　�などと示�し�ています。�指導案の�

ように事細かに伝える必要�はなく，�「今日はこれが�

大事」と示すだけでよいの�です。生徒が自分なり�

の到達目標を立てることが�でき，生徒の学習意欲�

を高めることになります。�先生の方も，脱線�し�て�

無駄に時間を使うことが少�なくなるはずです。ま�

た，ほめたり，励ま�し�たりするタイミングをつ�か�

むことができます。�

6．生徒のプ�レ�ゼンを演出�

　文法の説明と教科書本文の�内容説明などの講義�

中心の授業を�し�ていませんか。オールイン�グリッ�

シュで授業をすると言って，�先生の英語ばかりが�

教室中に響いている授業を�し�ていませんか。そん�

な�授�業�は，生�徒�に�と�っ�て�は�受�け�身�で，�「わ�か�っ�た�

あ」とか「できたあ」という�達成感のない，つま�

らない授業になります。�

　授業の主役は生徒です。生�徒が英語に触れ，英�

語を発話�し�，英語でコミュニケーシ�ョンするのが�

英語の授業です。先生は，生�徒が少�し�ずつ自信を�

持って英語を発話できるよう�に，ダイナミック，�

ド�ラマチックに演出するプロ�デューサーです。表�

にはあまり出ず，生徒が主役�になって，堂々とプ�

レ�ゼンできる環境と雰囲気を�作ることです。�

　ここで私の失敗談です。教�科書のダイアログを�

ペアで前に出�し�て発表させようと�し�たことがあり�

ます。10分ほど練習�し�て，順番にペアごとに発表�

するというもので�し�たが，生徒はやりたが�らず，�

前に出ても声が小さく，結果�は惨たんたるもので�

し�た。先生が横から一生懸命�励ますだけで，生徒�

にとっては何の達成感もない�授業で�し�た。失敗の�

要因はいくつかありま�し�た。学習到達目標をはっ�

きりと示�し�ていなかったこと。モデ�ルを十分に提�

示�し�なかったこと。中途半端�な練習時間で，いき�

なりクラス全員の前で発表さ�せたこと。練習のパ�

ターンも，ペアだけの練習と�いう変化のないもの�

であったこと。先生からのア�ド�バイスやフォロー�

が十分でなかったことなどが�考えられます。�

7．おわりに�

　英語好きの生徒を育てるた�めには，先生と生徒�

の信頼関係が大事です。根っ�こは，先生の先生力，�

人間力で�し�ょう。先生が生徒と真正�面から向かい�

合い，心を伝えるような教科�指導が大事です。さ�

らに，生徒を包むおおらかさ�と，生徒を安心させ�

る笑顔を絶やさないことです�。それだけで先生と�

生徒の距離はぐんと近くなり�ます。先生は生徒の�

夢です。いつも生徒を見守り�，感動を与える存在�

でありたいものです。�



1．行事は自己を表�現する絶好の素材�

　本�校�で�は，学�年�の�主�要�行�事�（�宿�泊�行�事�・�体�験�学�

習）�は６月に行われます。�し�たがって５～７月と言�

えば，それらの行事の事�前学習および事後学習の�

時期にあたります。�

　行事が終わった後，授�業の中で，あるいは宿題�

と�し�て，その思い出などを英文�にまとめるという�

課題はよくある取り組み�ですが，いずれに�し�ても�

時間がかかり，十分な指�導ができないままやりっ�

ぱな�し�で終わって�し�まうことがあります。�

　�し�か�し�，行事というのは，生徒にと�って学校生�

活の中で教科学習以上に�魅力的な活動であり，自�

分の思いを書きつづるに�は絶好の素材となります。�

　私は，現在２年生の必�修教科に加え，選択教科�

を週に１時間担当�し�ています。選択教科では�「英�

字新聞作り」というコー�スを開設�し�ま�し�た。内容�

は，前半�（４～９月）�が「職業体験」の事前・�事後�

学習のまとめ，後半�（10～３月）�は生徒個々の「自�

由課題」と�し�ま�し�た。選択教科の時間に取り�組み�

ますので，英作文指導だ�けでなく，紙面作りに至�

るまで，きめの細かい指�導が可能になります。ま�

た，総合的な学習の時間�と教科学習の関連を図っ�

た学習活動が展開できま�す。�

　生徒は，教科学習以上�に行事に対�し�ては意欲的�

に取り組むものです。そ�の生徒たちの行事に対す�

る思いやエネルギーを教�科の学習に生かすという�

のは，生徒にやる気を出�させる上でも，なかなか�

よいアイデアです。�

　�

2．英字新聞作り�

　では，その英字新聞作�りの計画から制作手順等�

について実際の取り組み�の様子を紹介�し�ます。�

（1）�　�活動計画と制作手順�

　完成までにかける時間�は大体15時間程度。発表�

と相互評価の時間を加え�ると，合計17時間程度で�

計画を立てることができ�ます。作業の進行には，�

　そ�し�て，いよいよ一番時間のか�かる作業に入り�

ます。英語への翻訳です。�だいたい４～５時間の�

活動です。生徒には「時間�がかかるけれど，根気�

よくがんばろう」と毎時間�励ま�し�てあげなければ�

なりません。�

　�し�か�し�，生徒たちの取り組みは�，実に真剣その�

ものです。多くの生徒は，�意欲的に辞書を使いま�

す。自分の思いを表現する�ことに対�し�て一生懸命�

なので�し�ょう。ですから，この英�訳の活動はでき�

るだ�け�ALTとの�TTで�行�い，生�徒�が�うま�く�表�現�で�

き�な�い�こ�と�や�辞�書�で�は�わ�か�ら�な�い�こ�と�は，直�接�

ALTにア�ド�バイスを�し�てもらいます。�

（3）�　�紙面に現れる学�習の積み重ね�

でス�ピ�ーチ�し�ます。�

　ス�ピ�ーチの内容そのものを考える�ことは，難�し�

いことではありません。既に�たくさんの情報を新�

聞記事に�し�ているからです。む�し�ろ難�し�いのは，�

大切なことを時間内でわかり�やすく伝えられるよ�

う，話す内容を絞り込むこと�です。短い簡単なス�

ピ�ー�チ�で�す�が，自�作�の�英�字�新�聞�を�使�っ�た�

SHOW & TELL 形式のス�ピ�ーチは，　�興味深いも�

のがあります。�

　最後に，お互いの作品につ�いて品評を�し�ます。�

品評の際のコメン�ト�は，各自が気付いた作�品のよ�

い点だけを述べ合います。先�生や友だちからほめ�

てもらうことは，生徒たちに�とって「みんなに認�

めてもらった」という自信へ�とつながります。�

　�

3．課題解決学習の方法�を身に付ける�

　十分な時間と手ほどきがあ�れば，生徒はそれぞ�

れの創意工夫�（オリジナリティー）�を生か�し�，ある�

程度の作品を完成させること�ができます。また，�

１つの教室の中でお互いのア�イデアを共有�し�なが�

ら，�じ�っくり丁寧に学習を進めます�。�

　この英字新聞作りは，単な�るライティング活動�

にとどまりません。辞書を調�べたり，内容の構成�

を考えたり，表現を工夫�し�たり，確かに�「書く力」�

を養うための基本的な学習が�求められます。�

　�し�か�し�，この活動で培う最も大切�な力は，下に�

示す，�いわゆる課題解決学習�（Project Study）�の基�

本的な方法を身に付けること�です。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�「新聞作り」�という自己表現手段と�「職業体験」�

という問題解決の材料を融合�させることによって，�

この時期の生徒の知的好奇心�に働きかけ，学習意�

欲を揺さぶることができるの�ではないかと考えま�

す。�
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当然個人差がありますので�，それぞれの作業にか�

かる時間は，１時間程度の�余裕を考慮�し�てあげる�

必要があります。制作手順�とそれぞれの作業にか�

ける時間数は，おおむね以�下の通りです。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（2）�　�内容構成から英�訳まで�

　記事�の�内�容�構�成�は，紙�面�の大�き�さ�（�B４判�）�を�前�

提に考えると５つぐらいが�妥当です。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　上の例は，ラーメン屋さ�んで職業体験を行った�

男子生徒の考えた内容構成�です。�

　以上の構成を最初の３時�間程度でまとめた後，�

写真や図の位置などをイメ�ージ�し�ながら，紙面の�

レ�イアウ�ト�を考えます。原稿作りは，こ�のあたり�

から取りかかります。ただ�し�，�「Ａの大記事」と�

「Ｅの小記事」�　�は，�実際に職業体験を終え�てから原�

稿を書きます。�

生徒にや�る�気�を�出�さ�せ�る�工夫�：�5～7月�

1�5�1�4�

①テーマおよび記事の内容設�定�（２時間）�

②記事の見出�し�検討�（１～２時間）�

③紙面の�レ�イアウ�ト�（１時間）�

④記事の原稿作り�（３時間）�

⑤原稿の英訳�（３～４時間）�

⑥紙面への書き込み�（４～５時間）�

⑦発表とまとめ�（２時間）�

テーマ：「ラ�ーメン」�

　　　　�（職業体験先�：ラーメン屋○�○○）�

Ａ　�大記事：職業体験�の記録�

　　�見出�し�：「とんこつラ�ーメンについて」�

Ｂ　�中記事：事前学習�①�

　　�見出�し�：「私の好きな�ラーメンショップ�」�

Ｃ　�小記事：事前学習�②�

　　�見出�し�：「麺の管理方�法」�

Ｄ　�小記事：事前学習�③�

　　�見出�し�：「細麺派，そ�れとも太麺派？」�

Ｅ　�小記事：職業体験�の感想�

　　�見出�し�：「とんこつは�最高！」�

　たとえば，Ｄの小記事「�細麺派，それとも太麺�

派？」�には，�“THICK OR THIN?”�という見出�し�

が付けられています。実に�英語ら�し�いキャプショ�

ンです。�

　また，Ａの大記事の職業�体験の記録では，店主�

とのインタ�ビ�ューを記事に織り交ぜ，そ�のお店の�

看板メニューを写真入りで�掲載�し�ています。�

　最�後�の�Ｅ�の�職�業�体�験�の�感�想�の�コ�ー�ナ�ー�で�は�，�

“The reason why ....”�や�“�I think　�that ....”�などの�

フ�レ�ーズを用いて，自分がとんこ�つラーメンを好�

む理由や主張をきちんと述�べています。�

　このように，紙面への書�き込みが始まると，俄�

然生徒たちは，やる気を起�こ�し�ます。時間の経過�

とともに紙面が着実に完成�に向かうからです。自�

分の努力とこれまでの学習�の積み重ねが形となっ�

て現れてくる，これは生徒�たちの学習意欲を掻き�

立てる上でとても重要なこ�とです。�

（4）�　�発表とまとめ�

　�こ�の英�字新�聞作�り�のま�とめ�の活�動�は，�　�「�１分�間ス�

ピ�ーチ」と「品評」です。�自分が事前学習で知り�

得たことや職業体験で学ん�だことを，みんなの前�

　先の男子生徒の作�

品には，新聞タイ�ト�

ルの飾り文字のよう�

に紙面デザインだけ�

でなく，英文の表現�

の中にも様々な工夫�

がうかがえます。�

①課題・テーマ設定�

②事前調査�

　�（資料・文献・インタ�ーネッ�ト�等の活用）�

③独自調査�（体験，現地調査，インタビ�ュー）�

④調査結果と考察のまと�め�

⑤発表・報告�

神奈川県横浜市立奈良中学校�主幹教諭　�岩下　�一久�

中2　�選択教科で作る英字新聞�

生徒�に�や�る�気�を�出�さ�せ�る�工夫�：�5～7月�



1．は�じ�めに�

　生徒が安心�し�てがんばれる授業を作�るためには，�

「なぜ英語を学習するの�か？」�　�「なぜこの学習方法�

が行われるのか？」とい�う意味付けを確実に行っ�

た上で，生徒が�「�よくわかる体験」�と�「�『認めても�

らえた』と実感できる時�間」を保障することが大�

事である。�

　本稿では，生徒のやる�気を引き出すために，私�

が実践�し�ている工夫を紹介�し�たい。�

　�

2．なぜ英語を学習�するのか？�

　学級開きのとき，�「なぜ学校に来るのか？」�「こ�

こでともに学ぶことで，�何を将来の自分に繋げて�

いくのか？」ということ�について考えさせる先生�

方は多い。�

　それと同�じ�で，�「なぜ英語を学習するのか？�」�，�

その目的を生徒１人ひと�りに�じ�っくり考えさせる。�

「試験のため」という意�見はもちろんあるが，�「か�

っこいいから」�　�「いろんな国の友だち�がほ�し�いか�

ら」�　�「英語ができるようになりた�いから」�など英�

語学習に対する生徒の考�えは多様である。出され�

た意見を学級で共有する�と，　�「英語を勉強するこ�

とは自分にとって必要な�のだ」という意識が芽生�

え，生徒の学習姿勢はず�いぶん違ってくる。�

　�

3．なぜこの学習方�法なのか？�

　生徒を取り巻く状況は�，時期に応�じ�て様々であ�

る。たとえばこの時期，�運動部に所属�し�ている中�

学３年生は総体を間近に�控えていることもあり，�

精神的・体力的に授業に�対する集中力が疎かにな�

りがちである。生徒の状�況をよく把握�し�，その都�

度，一番効果的な学習方�法を用いて授業を行う必�

要があるが，私は以前，�生徒から「指導方法がコ�

ロコロ変わってめっちゃ�困る」という授業感想を�

書かれて�し�まった。それ以来，私は授�業において�

一定の方向性を保ち，学�習方法の意図を生徒に十�

（2）�　�PHONICS指導�

　中�学�３�年�生�で�あ�っ�て�も�基�本�的�な�PHONICSを�授�

業で取り上げている。単語�のつづりの法則を知る�

ことは，英語が苦手な生徒�にとっても基礎を学び�

直�す�チ�ャ�ン�ス�と�な�る。　�ALTと�Explicit Phonicsの�

方法で学習する時間を５～�10分くらい設けている。�

Silent “E”�（Magic “�E”�）�などの説明をすると，�既�

に単語を覚えていた生徒た�ちも「そんなルールが�

あったのか」�と驚き，�その後のPHONICS学習を楽�

し�みに待ってくれる。�

　�

5．�「認めてもらえた�」と実感させるために�

（1）�　�授業における雰�囲気作り�

　授業において「間違うこ�とは決�し�て恥ずか�し�い�

ことではない」�「できる人が偉いので�はなく，�考え�

る�人�・�助�け�合�う�人�が�偉�い」　�「み�ん�な�で�が�ん�ば�ろ�

う」という雰囲気作りを大�切に�し�ている。これは�

私が，ペア学習・グループ�学習を重視�し�ている理�

由ともなっている。�「依存と依存」�の関係に陥らな�

いように注意�し�，互いの自律を願い，互�いに学び�

合いながら人間関係を豊か�にできる時間にするよ�

う生徒にもくり返�し�呼びかけている。�

（2）�　�音読練習におけ�る工夫�

　単元の中盤で行っている�本文音読練習は，樫葉�

みつ子先生�（徳島県徳島市立富田中�学校）�を参考に�

生活班を活用�し�ている。まずは，自分の�「隣の人」�

とペアになり，次に�「�前後の人」�と，その次は�「斜�

めの人」というようにペア�の相手を変えながら練�

習させる。こうすると，大�きな席移動もなく，数�

多くのペア練習ができる。�

　ペア練習の際，教え合っ�ている場面などを見つ�

けると，その都度取り上げ�，全体に紹介�し�，ほめ�

ている。そのようなことを�くり返�し�，みんなで小�

さなステップをともに駆け�上がっていき，居心地�

のよい場所を作っていきた�い。�

　練習の仕上げは，グルー�プ�（４人）�内で発表会を�

行う。その際，必ず互いを�ほめ合う時間を確保す�

る。よいところを見つけ合�う時間とするのだ。改�

善すべき点の指摘は，ほめ�合って温かい人間関係�

になってからの方が，言い�やすい�し�，聞きやすい�

ようだ。�

（3）�　�家庭学習の支援�

　家庭学習を定着させるため�に，課題の回収方法�

と回収後の指導を工夫�し�ている。毎朝，自学係に�

回収�し�てもらい，未提出者には声か�けも�し�てもら�

う。そ�し�てそんな自学係の仕事ぶり�を，授業中に�

全�体�の�前�で�ほ�め�ち�ぎ�る。�「集�め�て�く�れ�て�あ�り�が�と�

う」�「仲間を励ま�し�てくれてありがとう」�の気持ち�

を伝えるのだ。同時に，毎日�提出�し�ている生徒た�

ちの努力も認める。双方とも�に心地よいようだ。�

なお，回収後の指導における�工夫だが，努力が見�

られるノー�ト�は教室に掲示する。そのノー�ト�を参�

考に，自分なりの自学方法を�探ってほ�し�いとの願�

いだ。逆に，気にかかるノー�ト�を見かけたときに�

は，�その生徒を呼び出�し�，�「なぜそういうふうに勉�

強�し�たのか」とノー�ト�を一緒に見ながら，その子�

の考えを聞く。そのとき，�「ずるい気持ち」�（字数�

を埋�め�たか�っ�たか�ら�など�）�があ�っ�た場�合�は，　�それ�

をきっかけに指導ができる。�やらされる勉強では�

なく，自分のために学ぶ力を�育てたい。�

　また，教科書準拠ワークは�，バランスもよく復�

習用と�し�て適�し�ているので是非活用させた�い。毎�

日の家庭学習の成果と�し�て提出�し�てもよいという�

ルールに�し�たところ，テス�ト�後だけに回収するよ�

りも，生徒の活用度は上がっ�た。�

　�

6．おわりに�

　やる気を高めるためには，�教師が全体的な見通�

し�をもって授業をすること，�それぞれの活動の意�

図を説明できること，そ�し�て生徒が納得できるこ�

とがとても重要だと思う。�

　生徒にやる気を出させるた�めに，まず「私」の�

英語教育の目的や英語授業の�見通�し�を明確に�し�，�

研究会や書籍，生徒との交流�で心を耕�し�，誰もが�

安心�し�て関わり合える時間を生み出�せる授業者に�

なりたい。�
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分説明�し�，納得�し�てもらった上で授業を�進めるよ�

うに�し�ている。�

　�

4．よくわかる体験�

　�「よくわかる体験」�　�が増えると，�生徒は楽�し�くな�

り，やる気が高まる。生徒�たちの心地よい「よく�

わかる」を充実させるため�に，授業は本多敏幸先�

生�（東京都千代田区立九段�中等教育学校）�を参考に�

し�たスタイル�（下図参照）�を基本と�し�，中嶋洋一先�

生�（関西外国語大学准教授�）�が述べる授業と授業を�

つなぐ「のり�し�ろ」を意識�し�て進めている。また，�

学習事項の反復を授業に取�り入れている。反復学�

習は定着度を高めるために�とても大切である。意�

図的に既習の内容に触れさ�せることで，生徒はよ�

く理解できたという達成感�を持った自分に出会え，�

うれ�し�くなっているようだ。気分�のよい状態で，�

新出事項の学習を迎えるの�で，吸収も早い。�

　�

　�

　�

　�

（1）�　�単�ト�レ�

　授業の序盤で「単�ト�レ�」と名づけた単語練習�を�

行っているが，ここでは既�習単元のリス�ト�を活用�

し�ている。�「単�ト�レ�」�活動では，主に音読練習を�行�

う。生徒をペアに�し�て，単語の読み方や意味を�覚�

えられているかお互いに確�認させる。ここでは，�

生徒に自分で�レ�ベル（１音読　２英語→�日本語　�

3　�日本語→英語）�を決定させる工夫を�し�ている。�

　また，２課に１回の割合�で教科書本文の音読テ�

ス�ト�を実施�し�ているが，単語が読めなけ�れば音読�

テス�ト�も当然うまくいかない。な�お，音読テス�ト�

当日，同�じ�範囲の単語確認テス�ト�も同時に開催す�

ることに�し�ている。日頃の「単�ト�レ�」が音読テス�

ト�・単語確認テス�ト�の準備にもなるので，生徒�は�

意欲的に「単�ト�レ�」に取り組んでくれて�いる。�

生徒にや�る�気�を�出�さ�せ�る�工夫�：�5～7月�

参考文献�
『第56回全英連　東京大会資料』�

『徳島県中教研英語部会研究委員会資料�』�

中嶋洋一他�（2004）�『�6-way Streetライブ版�（DVD）�』�バンブ�

　�ル�ビ�ー�

1�7�1�6�

中3　�生徒の�「なぜ？」�に�こ�た�え�る�

序盤� 単�ト�レ�・PHONICSなどの帯学習�

中盤� 前時の復習�

終盤� 新出事項�

徳島県三好市立東祖谷中�学校教諭　�武知　�一誠�

生徒�に�や�る�気�を�出�さ�せ�る�工夫�：�5～7月�



の名詞と結び付くのかなどが�自然と身に付いてき�

ているようです。�

　英文は生徒がコミュニケー�ション活動でよく使�

う日常生活に即�し�たものを使うべきだと考�えてい�

ます。そこで教科書に載って�いる英文，他社の教�

科書で使われている英文，辞�書の英文，コーパス�

をア�レ�ンジ�し�ま�し�た�（表２参照）�。�

　また，英文は生徒が興味を�持つ内容を取り上げ�

ることが大切です。３単現の�練習では自分たちが�

習っている他教科の先生方の�ことを説明する文を�

練習�し�ま�し�た。�

　�

　�

　２学期に「自分の身近な人�について紹介を�し�て�

みま�し�ょう」という課題を与えたと�き，生徒はそ�

れぞれ学んだ英文を使って表�現を�し�ていま�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　間違えた英文�をoutputし�たとき�にも，自分の体�

に�し�みこんだ英語の感覚が，�何かおか�し�いと気付�

く力がついてきているようで�す。�

3．おわりに�

　以�前�は�生�徒�の�中�に�語�彙�や�基�本�文�の�inputが�十�分�

できていない�にもかかわら�ず，無理やりoutputさ�

せようと�し�ていま�し�た。この実践を通�し�て，中学�

校で学習する語彙や基本文を�自分の中に十分に取�

り入れること�が，outputできるよう�なるための必�

要条件だということが実感で�きま�し�た。�
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1．は�じ�めに�

　最近，通訳者の訓練方�法が，英語教育の中に取�

り入れられるようになっ�てきています。スラッシ�

ュ・リーディングはその�代表的なものです。スラ�

ッシュ・リーディングと�は英語を意味のまとまり�

ごとに頭から理解�し�ていく方法です。私は自�分の�

英語力向上のために毎日�この訓練をするように�し�

ています。それは英文を�より速く理解するのに役�

立つことが実感できたか�らです。そ�し�て教師と�し�

て授業をする中で，スラ�ッシュ・リーディングは�

中学生の英語力向上にも�効果があるのではないか�

と思うようになりま�し�た。これからその理由�を述�

べてみたいと思います。�

2．リーディングに�おいて�

　「英文を頭から理解す�る」という言い方をよく�

し�ますが，�この言い方は少�し�言葉足らずです。�「英�

文を意味のまとまりごと�に頭から理解する」の方�

が正�し�いと思います。英語を日�本語ら�し�く訳�し�な�

がら理解�し�ようとすると，どう�し�ても英文の流れ�

に逆らって�し�まいます。そのため読む�ス�ピ�ー�ド�が�

遅くなります。これを解�消するために「英文を頭�

から理解する」というこ�とになるわけです。�

　まとまった量の英文を�読む際には，意味のまと�

まりごとに理解�し�ていくスラッシュ・リーデ�ィン�

グは特に有効です。幸い�日本語は語順に柔軟な言�

語ですので，実際に英文�をスラッシュごとで日本�

語に訳�し�てみても十分理解できます。�そこで最近�

では，教科書本文の内容�理解の一環と�し�て，あら�

か�じ�めスラッシュで区切った英�文を日本語に訳さ�

せるスラッシュ・リーデ�ィング訳を宿題に�し�て生�

徒に取り組ませています�。毎時間少�し�ずつ区切り�

方，訳�し�方を指導�し�ていけば中学生にもでき�るよ�

うになります。ただ�し�，身に付けるには時間�と根�

気が要るので，どんな効�果があるのかを�し�っかり�

説明�し�納得させた上で，取り組�みを始めることが�

大切です。�

　�

3．リスニングにお�いて�

　英文を「読むこと」を通�し�て意味のまとまりご�

とに理解するのがスラッシ�ュ・リーディングなら，�

「聞くこと」�を通�し�て同様に理解するのが�「スラッ�

シュ・リスニング」です。�英語を話すとき，話す�

人は意味のまとまりで区切�りを入れます。�し�たが�

って，その区切り，つまり�スラッシュごとに理解�

し�ながら聞いていくという�ように，スラッシュ・�

リーディングで身に付けた�能力を応用すれば，リ�

スニングにも強くなれるの�です。�

4．ス�ピ�ーキングにおいて�

　キ�ン�グ�牧�師�や�J.　�F.　�ケ�ネ�デ�ィ�の�演�説�を�聴�い�て�い�

ると，ときどき間を入れて�いるのがわかります。�

意味のまとまるところに間�を入れることで，彼ら�

はス�ピ�ーチをわかりやすく，より�インパク�ト�のあ�

るものに�し�ています。つまり相手にわか�りやすく�

話すためには「間」が必要�なのです。これは何も�

ス�ピ�ーチに限ったことではありま�せん。日常会話�

でも同�じ�です。意味のまとまりに�気を付けて話す�

ことは，相手に理解�し�てもらえる話�し�方の基本で�

す。�

5．ライティングに�おいて�

　日本語の語順のまま英文�を書いて�し�まう間違い�

が中学生にはよく見られま�す。スラッシュ訳を続�

けていくと，日本語と英語�の語順の違いにも気付�

くようになります。慣れて�くれば，英文に�し�たい�

日本文を意味のまとまりご�とに英語の順に並べ替�

えられるようになります。�たとえば，�「イチローと�

松井は昨日東京�ド�ームで野球を�し�た」を〈イチロ�

ーと松井は〉�，�〈野球を�し�た〉�，�〈東京�ド�ームで〉�，�〈昨�

日〉というようにです。こ�の順に英語に�し�ていけ�

ば正�し�い英文が書けるわけです。�

6．おわりに�

　スラッシュ・リーディン�グの効果について述べ�

てきま�し�たが，大切なのはまず教�師自身が自分で�

試�し�てみることです。その効果を�実感できてこそ，�

自信を持って生徒に教えら�れるのです。�

1．は�じ�めに�

　英語でコミュニケーショ�ン活動を行うためには，�

活�動�で�使�え�る�語�彙�や�基�本�文�をし�っ�か�り�と�inputし�

ておく必要があります。�し�か�し�ながら，週３時間�

の授業では限界があり，効�率的に学習させるため�

の工夫が必要です。そこで�，本年度は中学１年生�

を対象に，活動で使える語�彙を取り入れた基本文�

を丸覚えさせるという取り�組みを進めてきま�し�た。�

2．具体的実践�

　授業の始めの５分間，20の英文を練習�し�ていま�

す。主に次の練習方法を組�み合わせています。①�

教師が言った英文を生徒は�リ�ピ�ー�ト�する。②教師�

は日本語を言い，生徒はそ�れを英文に�し�て言う。�

③教師は肯定文を言い，生�徒はそれを否定文に�し�

て言う。④教師は肯定文を�言い，生徒はそれを疑�

問�文�に�し�て�言�う�（�③�・�④�の�方�法�に�つ�い�て�は�大�分�大�

学の柳井智彦教授の実践を�参考にさせていただい�

ています）�。�リズム感を育てるため�にメ�ト�ロノーム�

を使って練習をさせており�，英語の苦手な生徒も�

楽�し�んでいます。扱った項目は下�（表１）�にまとめ�

ています。�

表1　�1　�年間で扱った項�目�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　この１�年間�で約�400の英�文を�inputし�てき�ま�し�た。�

その結果，主語の後に動詞�がくること，動詞がど�

～Outputを�目指�す�た�め�の�語彙�と�基本文�を�
　組�み�合�わ�せ�た�Inputの�工夫～�

群馬県榛東村立榛東中学�校教諭　�浅井　�清隆�

ス�ラ�ッ�シ�ュ�・�リ�ーデ�ィ�ン�グの効果�

学 期� 項　　　目�

Classroom English・形容詞・be 動詞の�
文・一般動詞の現�在形�

１学期�

名詞の複数形・命�令文・主語が3人称�単数�
現在の文・過去形�の文�

２学期�

代名詞の文・canの�文・現在進行形の�文�３学期�

表2　canを�使った肯定文・否定文�・疑問文�

［例文］�　�Mr. Kondo teaches social studies.
He studies history.　He likes hamburgers.

［生徒の作品�］�　�I have ａ　�sister. Her name is Suzue. 
I play soccer. But she doesn’t play soccer. She 
plays volleyball every Wednesday. She knows two 
volleyball players ....

前　�大分県大分市立判田中学�校教諭　�甲斐　�し�の�ぶ�

私の授業実践報告�

Teacher's Forum Teacher's Forum



1. The teacher gives students a small talk with 

a lot of sentences including the target gram-

matical structure. If he/she thinks students 

have not understood the talk well, he/she 

adds the outline in Japanese or English of 

modified or simplified version, and then gives 

the original talk again.

2. The teacher gives a paper in which several 

example sentences with the target grammati-

cal structure and Japanese translations of 

each sentence are written. After understand-

ing the meaning of each sentence, students 

memorize the sentences without being given 

an explicit grammatical explanation.

3. Students read a passage that had been seeded 

with the target grammatical structure. The 

teacher gives a brief explanation of the pas-

sage in English or in Japanese.

4. Students listen to a different passage that had 

been seeded with the target grammatical 

structure. The teacher gives a brief explana-

tion of the passage in English or in Japanese.

5. Students are asked to memorize several ex-

ample sentences again, and then take a small 

written test.

　�

　This exemplar-based approach is followed by 

the traditional rule-based approach. However, af-

ter the exemplar-based teaching, the rule-based 

explicit teaching can be much shorter and brief-

er than the traditional one. Of course, students 

should be given more exemplars verbally from 

their teacher even after the rule-based explana-

tion. As some may assume, using all of the 

activities mentioned above is impractical. We 

could employ some of the activities in our class, 

and the activities do not always have to be pro-

vided in a systematic manner. As for the order 

of the two approaches, the rule-based approach, 

which is simpler and briefer than the traditional 

one, can be conducted first, followed by the 

exemplar-based approach.1 The teacher can pro-

vide exemplars anytime in the class spontane-

ously, adjusting the degree of difficulty of their 

English to various levels according to their stu-

dents’ understanding flexibly.

　It can be argued that employing the exemplar-

based teaching is time-consuming and ineffi-

cient, but the approach is effective in the long 

run: students are exposed to much more input, 

which is crucial for language acquisition; as they 

are supposed to think and guess the rule of the 

grammatical structure （�or collocations and lexi-

cal phrases）� by themselves without being given 

explicit explanation, they can establish the atti-

tude to do so if and when they encounter un-

known grammar, words and expressions while 

processing input; students are more likely to im-

prove their implicit knowledge, which is 

投　�稿�
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Exemplar-based approach

　In my previous essay, I briefly explained the 

rule-based approach and its advantage and dis-

advantage, adding the need for the exemplar-

based approach. The following is a procedural 

example of the exemplar-based approach.

prioritized over explicit knowledge by SLA re-

search （�N. Ellis, 2005）�.2 Needless to say, as I 

mentioned in the previous essay, considerable

amount of extensive reading and reading-aloud 

activities are crucial and that we may want to 

conduct our English classes mainly in English to 

give students more input.

　�

Conclusion

　We should employ both the exemplar-based 

approach and the rule-based one keeping a good 

balance between the two, complementing one 

another. The former can contribute the develop-

ment of fluency and the latter accuracy. In Jap-

anese English education, fluency has long been 

made light of and accuracy has been regarded 

as more important than fluency. However, as 

the importance of developing students’ commu-

nicative skills has been emphasized by this 

globalized society in which we have to learn and 

use English for the purpose of communication, 

both of the aspects should be achieved. The use 

of the two approaches seems greatly recom-

mended now. One of the main reasons why the 

rule-based teaching has been highly favored is 

that it is much easier for teachers to conduct. 

Teachers do not have to produce so much Eng-

lish by themselves, while in the exemplar-based 

one, teachers themselves should be a good re-

source of English by producing a great amount 

of English verbally and spontaneously, some-

times with actual communication with students 

in English. Unfortunately, it can be true （�and 

shameful）� that teaching methods which are eas-

ier, efficient （�not effective）� and comfortable for 

teachers without requiring high English profi-

ciency have been greatly preferred in Japan. 

English class dominated only by direct transla-

tion from English to Japanese is one example.3 

To conduct a genuinely effective English class, 

we teachers have to strive hard to improve our 

English so that we are proficient enough to em-

ploy every teaching approach such as the 

exemplar-based one. Our serious exertions in 

learning and acquiring English must precede 

everything.

　�

Note

1. Technically speaking, it is not the exemplar-

based approach if exemplars are provided af-

ter an explicit explanation of the target gram-

mar. However, an important point is that a 

great amount of exemplars should be provid-

ed by the teacher for learning to occur. 

2. Implicit knowledge is knowledge with

　intuitive awareness of linguistic norms and is 

available for automatic use in spontaneous 

production, while explicit knowledge is knowl-

edge with conscious awareness of linguistic 

norms and requires controlled processing.

3. Elaborating on the direct translation method 

is beyond the scope of this essay.

　�
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　著者の島岡丘博士�（筑波大学名誉教授，�聖徳大学�

教授）�は，�『教室の英語音声学』�（研究社出版）�で有�

名な音声学者で，最近では『�日本語からスーパー�

ネイティブの英語へ―10段階�完全マスターのコツ�

と処方箋―』�（創拓社出版）�を上梓され，�「近似カナ�

表記」による発音指導方法を�体系的にまとめられ�

ている。付録にはこの分野の�最新の研究成果を注�

入されている。�たとえば，�「1. 日英語共通音のリス�

ト�」での次の言葉を見て，ど�んな英語の音�（単語）�

を連想するであろうか。�

　�

　�

　対応する，語を並べてみる�。�

　�

　これを見て，ニヤリとでき�る人は音声学の素養�

のある人であろう。ここから�ヒン�ト�を得て，中学�

生�に�tennisと「テ�ニ�ス」の�音�の�違�い�に�気�付�か�せ�た�

り，�　�yesの練習の後に，�　�earとyearの音の違いに発�

展させたりと，いろいろ活用�できる。�

　この発想は，　�「3. こんなにもたくさん使�う英語�

からの�『�借入語』�！」�でも大活躍で，約800語のカ�

タカナ語を，英語の定義，カ�ナ表記，精密発音記�

号の３通りに発展させている�。例を掲げる。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　コミュニケーションを重視�するなら，文型・文�

法事項より語彙を重視せよ，�は定説になってきて�

いる。�し�か�し�，本書のように語彙と音声を�結びつ�

けた書も珍�し�い。貴重な資料と�し�て活用�し�たい。�

（成蹊中学・高等学校教諭�　四方 雅之）�

［新書判・512頁　定価2,310円�（本体2,200円）�

発行：創拓社出版］�
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　中学校教諭を２年間経�験�し�た後，13年間の高等�

学校教諭を経て，現在も�高等専門学校という職場�

で中学校を卒業�し�たばかりの学習者に向き合�って�

いますので，十数年前と�比較�し�て中学卒業時の英�

語運用能力が高い者が増�えていることを実感�し�て�

います。�し�か�し�その一方で，英語の理�解度が低い�

学習者の場合，今日重視�されているはずのコミュ�

ニケーション能力自体も�以前の学習者に比べて身�

に付いていないと感じる�ことがあります。結果と�

し�て，中学卒業時点での英語の�学力差は以前より�

広がっているのではない�で�し�ょうか。�

　英語を苦手と�し�ている生徒や学生に中学校�時代�

の授業の様子を聞くと，�　�「教科書の大意を理解さ�

せるだけで，コミュニケ�ーション能力育成のため�

の活動ばかりを重視�し�ている」という旨の回�答が�

多く，ここに原因の１つ�があるように感�じ�ます。�

彼らによると，コミュニ�ケーション活動を重視す�

る中学校の英語の授業で�は，教科書の内容を事前�

にある程度押さえて，後�は授業中のコミュニケー�

ション活動に積極的に参�加�し�さえすればよい評価�

を得られるようです。�

　英語を専門と�し�て学ぶ意欲がある者や，受�験の�

ために英語が必要である�と感�じ�ている者は，塾や�

家庭教師など学校以外の�手段で，教科書の大意の�

みならず，文法の説明や�演習を受けている場合が�

多く，学校での授業を大�し�て必要と�し�ていません。�

中学卒業後，英語を苦手�と�し�ている者は中学校の�

授業について「最初から�わかっている生徒を中心�

に授業を進めるだけで，�本当に必要と�し�ているわ�

からない俺たちに教えて�くれなかった」�，�また，�中�

学校時代に英語ができる�と評価されていた生徒も�

「中学の授業は，�事前に知っていること�を言ってい�

るだけで，�後は適当に英語を�（教師やCDの）�まねを�

し�て�し�ゃべっていればよかった�から，英語の勉強�

の仕方がわからない」と�言います。�

　そこで，教科書の内容�を事前に知っていること�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　結果は，上の表のように�，成績上位者ほど教科�

書の内容を事前に知ってい�た割合が高いことがわ�

かりま�し�た。断言はできませんが�，何らかの方法�

で事前に教科書の内容を知�っていないと，授業だ�

けでは教科書の内容が理解�できないで終わり，そ�

れが学力の低下につながっ�ている可能性がありま�

す。また，授業内容につい�ての質問に対�し�て「授�

業中に文法をもっと取り扱�うべきである」という�

回答が全体の44％を占め，�教科書本文の和訳が必�

要であったか？」という質�問に対�し�，83％の学生�

が「必要であった」と回答�し�ていることも付け加�

えておきます。また，実際�の中学校の授業には，�

今回の調査対象ではない「�大学に進学�し�ない」生�

徒も含まれます。�

　コミュニケーション重視�の授業を批判�し�ている�

わけではなく，�「英語を学ぶ目的・意欲が�多様であ�

る公立中学校では，それば�かりでは弊害もある」�

実態があることをご理解い�ただきたいと思います。�

英語教育・2008年第2号�

2�3�

　話題の書。既に�『英語教育　2008年１月�号』�（大�

修館書店）�の�「�New Books」�のコーナーでも取り上�

げられ，高山芳樹氏�（東京学芸大学准教授）�がコメ�

ン�ト�し�ている。初版は1993年。こ�のたびは好評を�

背景に14年ぶりの改訂とな�る。�

　構成�（本体）�は以下の通り。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　一見すると「単語集」の�体裁をとるが，その対�

象は難関大学受験生から一�般社会人，さらに英語�

研究者におよぶ。いい意味�での�「英語オタク」�（評�

者�も�そ�の�１�人�）�に�は�た�ま�ら�な�い�魅�力�に�溢�れ�て�い�る。�

たとえば，パキスタンのベ�ナジル・ブッ�ト�氏の暗�

殺�事�件�を�英�字�新�聞�で�読�ん�で�い�る�と，�“a political 

dynasty”�（�政�治�家�の�家�系�）�と�い�う�表�現�に�遭�遇�す�る。�

こういう場合，�本書の英語索引を活用�し�，�dynasty

（p.252）�にあたると，�「2. 語源で増やす英単語」�のと�

ころに，dynamic, dynamite, dynamo, dynamotor

など，ギリシャ語に由来す�る語とともにこの語の�

解説が加えられている。フ�ムフム，dynは「力」�

「�動�力」の�意�味�だ�な，つ�ま�り「力�の�あ�る�名�家。名�

門」�と納得するわけである�。�調子にのって，�Google

で�“�abe, political, dynasty”�と入力すると，安倍晋�

三前内閣総理大臣を説明す�るサイ�ト�に行き着き，�

一読。�「よー�し�，覚えた！」�と自己満足に浸る，と�

いった次第である�（笑）�。�

　ここまでは，�改訂前も味わった醍醐味だが�，�「増�

補版」では，新たに47ペー�ジにおよぶ大部な「付�

録」が加わっている。その�構成は以下の通り。�

　�

　�

　�

 

書�評�『語源で覚�え�る英単語飛躍増殖辞典�［増補版］�』�
島岡　�丘　著�

１．効果的な単語の覚�え方�
２．語源で増やす英単�語�
３．セッ�ト�で覚える英単語�
４．語源で覚える慣用�表現�
５．意外な意味を持つ�単語�
６．連想で覚える英単�語�
７．カタカナ語から単�語を増やそう�
英語索引�

1．日英語共通音のリス�ト�

2．不可欠な説明語・定義�語�

3．こ�ん�な�に�も�た�く�さ�ん�使�う�英�語�か�ら�の�「�借�入�語」�！�

「�魚�万�」�，�「�汚�（�き�っ�て�ね�ー�）�い�椅�子�」�，�「�あ，い�か�
ん」�，�「斎藤寝具」�，�「家康」�（p.465）�

woman, tennis, icon, sightseeing, yes（強く言うとき）�

と中学校時代の成績との関�係を調査するため，平�

成18年６月上旬，静岡県内�のＡ大学�（私立）�とＢ大�

学�（�国�立�）�の�公�立�中�学�校�出�身�の�１�年�生�（�Ａ�大�学�95名，�

Ｂ大学237名）�を対象にアンケー�ト�を実施�し�ま�し�た。�

大学生を対象に�し�たのは，①「回答が，�現在の大�

学での英語の評価に関係す�ることは全く考えられ�

ず，現役の中学生よりも回�答に客観性および率直�

性がある」�，②�「特定の中学校を対象に�し�ないこと�

で，学校や地区，教員によ�る偏りを防ぎ，妥当性�

を高めることができる」と�考えたからです。�

　�

　�

投 稿 �

静岡県沼津工業高等専門学校准教授�塩谷 三�

公立中学校での授業内容について�
― 卒業後の意見より ―�
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中学校の成績（5段階）�
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curtain（=what is hung across a window） �
［　　　　　　　　　 ］�
hope（=desire for the future to be good） �
［　　　　　　 ］�
market（=place for buying and selling） �
［　　　　　　　　　　　 ］�
wine（=alcoholic drink made from grapes） �
［　　　　　　　　 ］�



　私の大学でオース�ト�ラリアのホームステイ�・プ�

ログラムを始めて13年が�過ぎた。場所は東海岸の�

ゴール�ド�コース�ト�である。そこの大学のきれ�いな�

キャンパスにある英語学�校へ，ホームステイ�し�な�

がら３週間通うというプ�ログラムである。数年前�

に学費の値上げがあり，�ブリスベンにある大学に�

２年移�し�たこともあったが，ここも学�費を上げ同�

じ�料金になったのと，住居の郊�外政策をとるブリ�

スベンはホームステイ先�が皆学校から遠いことも�

あり，数年前からゴール�ド�コース�ト�に戻�し�た。引�

率は私が行うように�し�ている。というのは学�生よ�

り教員からのク�レ�ームが多いからである。確�かに，�

初めての先生にとっては�知り合いは学生だけであ�

り，心細いのである。そ�んなことから，時間の潰�

し�方，そこでの遊び方を心得て�いる私が引率する�

のである。�

　いろいろなことがあっ�た。�し�か�し�，つくづく思�

うのは，学生がなかなか�地名を覚えてくれないこ�

とである。自分のホーム�ステイ先の住所を最後ま�

で覚えてくれない学生が�多い。そういえば，英語�

の授業では地名などの固�有名詞を覚える重要性は�

強調されない。道を聞く�ときの表現，�“Please tell 

me how to get to ～�.”�とか�“�Tell me the way to 

～.”�とかは一生懸命教える。�し�か�し�，実際に海外�

に行くと，�「～」�のところ，つまり地名�が大事であ�

り，正�し�く覚えないとそれこそ致命傷�になる。タ�

クシーに乗る場合，住所�が書いてある紙を�ド�ライ�

バーに見せれば済むと考�えている学生も多い。�し�

か�し�，それ�じ�ゃあ何のために英語を勉�強�し�てきた�

のだろう。何のためにオ�ース�ト�ラリアまで来たの�

だろうか。実は英語学習�が生きるのはこの「～」�

の�部�分，つ�ま�り�こ�の�未�知�の�部�分�な�の�だ。�“Please 

tell me how to get to ～.”�とか�“Tell me the way 

to ～.”�はどうでもよい。いや，�む�し�ろ，邪魔なと�

きさえある。バスやタク�シーなら，�し�っかりと�し�

た英語の発音で「～！」�と言えばよいのである。�

すると，�バスなら�ド�ライバーから�“Single?”�（片道�

か）�と聞かれるから，�“Yes.”�とか“�No. Return.”�

（往復です）�と答えればいいのである。�

　あるとき，公共バスを利�用�し�て海岸のきれいな�

岬�の�公�園�で�あ�る�Burleigh Heads（�バ�ー�レ�イ�・�ヘ�ッ�

ヅ）�へ行ったとき，�１人ずつ行き先を言っ�て料金を�

払わせたのだが，前もって�練習�し�ておいたにもか�

かわらず，何人目かで「先�生，どこだっけ」と大�

声で叫ばれて�し�まった。後で，ある学生�に「覚え�

にくいですよ」と逆に文句�を言われて�し�まった。�

確かに，彼らのホームステ�イ先でも難�し�い住所が�

あ�る。た�と�え�ば，Cheltenham, Cottesloe Drive, 

Tullamarine Drives, Acanthusと�か，バ�ス�停�で�は�

Mudgeeraba, Gunsyndと�か�発�音�し�に�く�い。�し�か�

し�，ここに海外ホームステ�イの醍醐味があるのだ。�

ホームステイ先の両親に教�わるとか，先生に聞く�

とか，現地の人に聞くとか�，このとき，�“How do 

you say this?”�（say でなくpronounce でないとい�

け�な�い�と�主�張�し�た�可�哀�相�な�学�生�も�い�た�）�と�い�う�邪�

魔な英語が生きるのだ。オ�ース�ト�ラリアにはイギ�

リスやアメリカで見かける�地名にま�じ�ってアボリ�

ジニーの言葉が地名に残っ�ていて，興味深いと私�

は思うのだが。�たとえば，�Bondi beachはダイアナ�

妃�も�訪�れ�た�こ�と�が�あ�る�Sydneyの�代�表�的�な�海�岸�だ�

が，こ�の�Bondi（�ボ�ン�ダ�イ�）�は�ア�ボ�リ�ジ�ニ�ー�の�言�葉�

で「波が砕ける音」から来�たと言われている。そ�

う言われてみると，波が岩�に砕けるときボーンダ�

イと聞こえないこともない�。�

　実際，英語の勉強とは，�こういった固有名詞を�

正�し�く発音�し�たり，教わったり，聞いた�りするた�

めにやっているんだくらい�の気持ちが必要だと海�

外�に�行�く�た�び�に�感�じ�る�の�で�あ�る。電�子�辞�書�に�も�

載ってない。だから，個人�の努力が要るところな�

のである。� （浜松大学教授　三井 敏正）�

英�語�教�育�時�評�

投稿�を�歓迎�し�ま�す�

　英語教育に関する問題提起，実践報告�，研究などの�
投稿をお待ち�し�ております。締切は特にありませんが，�
本誌は今後，5�月，9�月，2�0�0�9�年1�月，3�月にそれぞれ発�
行の予定ですので，原稿到着の時点で掲�載号を決めさ�
せていただきます。規定は以下のとおり�です。ご不明�
の点は編集部までお問い合わせください�。�
　①　�2�2�字詰×7�2�行以内�（本文分量）�
　②　�二重投稿はご遠慮ください。�
　③　�採用分には薄謝を進呈いた�し�ます。�
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海外ホームス�テ�イ�と�
現地地名を覚�え�る重要性�


